

























































































































































	はしがき
	Ⅰ 新民主主義経済体制のもとでの企業と労働者－企業化と労働者の生活改善－
	1 新民主主義経済体制における企業と労働者の位置づけ
	2 建国前の労働者の状態
	3 国民経済復興期における労働者の待遇

	Ⅱ 中央集権的計画経済体制の「枠」のなかでの企業と労働者－「社会主義共同体」へ－
	1 中央集権的計画経済体制における企業の位置づけ
	2 中央集権的計画経済体制における労働者の位置づけ
	3 第一次五ヶ年計画期における労働者の待遇

	Ⅲ 「枠」をめぐる対立のもとでの企業と労働者－計画か「主人公」か－
	1 企業と労働者の位置づけをめぐる対立
	2 「枠」のなかでの労働者の待遇

	むすび

